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２０１２年７月２１日（土）～９月１７日（月･祝） 世田谷文学館 

本展広報に関するお問い合わせ先 

世田谷文学館 学芸部学芸課 「直筆推薦文展」担当 

〒157-0062 東京都世田谷区南烏山 1-10-10 TEL: 03-5374-9111 FAX: 03-5374-9120 

広報用写真① 



企画趣旨 

  

大人にはなつかしく、子どもには新鮮な永遠の名作たち。 

世界中の物語を通じて少年少女たちに勇気と励まし、異文化へのあこがれを与えつづけて

きた岩波少年文庫。この展覧会では、アニメーション映画監督の宮崎駿が選んだ 50 冊を、

本人の直筆メッセージとともにご紹介します。50 冊の中から、あなたの人生を豊かにする

一冊が必ず見つかるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川李枝子さんから本展にメッセージも。 

 

宮崎駿さんの選んだ５０冊はどれも私がわくわくしながら読んだ傑作ぞろいです。

「岩波少年文庫 創刊６０周年記念」の今、膨大な宝の山からわずか５０冊しか選べ

ないとは、宮崎さんはさぞ悩まれたこととお察しします。私にも選びたい本は切りな

くありますもの。この気持ち、岩波少年文庫ファンの老若男女だれでもおわかりでし

ょう。私たちが少年文庫のおかげで、どれほどたくさん、古今東西の名作を読んだか、

図書館一つ分の質と量はあると思います。 

私が最も盛んに読んだ十代のころは、目も頭も疲れ知らずで旺盛な読書エネルギー

があふれていました。消化吸収力もめざましく、読書が血となり肉となり自分が強く

逞しく鍛えられるような爽快感に満足したものです。 

だからといって立派な人になろうなんて考えはみじんもなく、ただもう面白いので

夢中で読みました。『ハイジ』を読んだら次は『海底二万里』次は『イワンのばか』と

いった具合です。 

宮崎少年だって面白くて面白くて目を輝かせて読んだにちがいありません。『床下の

小人たち』の様子も手に取るようにわかったのではないかしら。 

宮崎さんならではの５０冊と共に添えられたコメントは意味深長で、優れたお仕事

の秘密のカギは岩波少年文庫にありと私は睨みました。ジブリ作品の底力となった 

５０冊であるのは確かと思います。 

中川李枝子「“宝の山”から選んだ５０冊」から 

 

 

〈プロフィール〉児童文学作家。代表作に｢いやいやえん｣｢ぐりとぐら｣｢そらいろのたね｣ほか。

映画｢となりのトトロ｣オープニング主題歌「さんぽ」の作詩を手掛けるなど宮崎駿氏との親交

も深い。 



見どころ 

 

１．宮崎駿が選んだ 50 冊の直筆推薦文を展示 

 

 

 

 

 

２．岩波少年文庫 60 年のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

３．スタジオジブリが映画化した岩波少年文庫 

 

 

 

 

 

４．岩波少年文庫の挿絵原画展 

  

 

 

 

 

 

 

 

５．会場限定スタジオジブリ特製「ミニ本」プレゼント 

 

 

 

 

６．＜スタジオジブリショップ＞オープン 

   

 

戦後から現代までの岩波少年文庫 60 年の軌

跡をパネルなどでご紹介するとともに、創刊

時の企画編集を手がけた児童文学者・石井桃

子、『星の王子さま』の翻訳で知られる仏文学

者・内藤濯らの功績もあわせてご紹介します。 

「ゲド戦記」、そして『床下の小人たち』を映画化した「借りぐら

しのアリエッティ」。スタジオジブリの映画化した岩波少年文庫の

世界をジオラマや映画の制作資料などでご紹介します。 

会期中、当館で本展チケットをご購入のお客さま（中学生以下は、館内

設置のアンケートにお答えいただいた方）先着４０００名に、宮崎駿の

推薦文やインタビューを収録した特製「ミニ本」をプレゼントします。 

物語と切りはなせない挿絵の魅力を、近年出

版された岩波少年文庫の表紙・挿絵原画から

ご紹介します。 

【出品作家】伊津野果地、宇野亜喜良、 

菊谷詩子、河本祥子、小西英子、佐竹美保、

しりあがり寿、平澤朋子（敬称略・50 音順） 

 

 

スタジオジブリ作品の源流のひとつでもある児

童文学。400 冊をこえる岩波少年文庫を実際に

手にとりながら、宮崎駿が３ヵ月かけて選んだ

50 冊を、本人の言葉・文字でご紹介します。 

『小公子』表紙画：小西英子 『ガラガラヘビの味』 

表紙画：しりあがり寿 

広報用写真② 

岩波少年文庫の思い出の１冊や、お気に入りのジブリグッズを見つけて

ください。 



関連イベント 

 

１．記念対談 

出  演：江國香織（作家）×金原瑞人（翻訳家・児童文学研究家） 

日  時：７月２２日（日）午後２時～３時３０分 

参 加 費：１０００円（ただし中学生以下無料）／事前申込みによる抽選１５０名 

 

２．子どものための読み聞かせ「お話の森」 

講  師：小林顕作（俳優・脚本家・演出家・「コンドルズ」の脚本担当） 

日  時：８月９日（木）午後２時～３時 

参 加 費：無料／事前申込みによる抽選１５０名（未就学児可） 

 

３．子ども向けワークショップ「ものがたりとの出会いかた」 

心に残る「フレ－ズ」や「挿絵」、色々なテーマで岩波少年文庫を読みながら、お気に入

りの一冊を見つけます。人と本が出会う素敵な偶然を演出するユニット「book pick 

orchestra」がご案内します。 

講  師：ブックピックオーケストラ（代表・川上洋平） 

日  時：８月２５日（土）午後２時～４時３０分 

対  象：小学 3 年生以上 

参 加 費：無料／事前申込みによる抽選３０名 

 

４．無料アニメ上映会（１６ｍｍフィルム） 

① ９月９日（日） 

午前１１時～『注文の多い料理店』（桜映画社・エコー社 19 分） 

『セロひきのゴーシュ』（学研 21 分） 

午後２時～ 『アルプスの少女ハイジ』（東宝東和 107 分） 

② ９月１５日（土） 

午前１１時～『クマのプーさん プーさんとはちみつ』 

『クマのプーさん イーヨのおたんじょうび』 

（ディズニー・プロ 約 50 分） 

午後２時～ 『せむしのこうま』（モスクワ映画 58 分） 

参加費：無料／各回とも当日先着１５０名 

 

＊いずれも会場は１階文学サロンです。 

＊事前申込みのイベントは各開催２週間前（必着）までに往復ハガキに①イベント名・開

催日②氏名・年齢（３名まで連名可）③住所④電話番号を記入し、当館「直筆推薦文展

係」まで。１枚につき１イベント。応募者多数の場合は抽選。 

 

 



開催概要 

 

展覧会名  宮崎駿が選んだ５０冊の直筆推薦文展 

会期    平成２４（2012）年７月２１日（土）～９月１７日（月・祝） 

会場    世田谷文学館 ２階展示室  

〒１５７－００６２ 世田谷区南烏山１－１０－１０ 

Tel ０３－５３７４－９１１１  

開館時間  午前１０時～午後６時 

展覧会入場・ミュージアムショップは午後５時３０分まで 

休館日   毎週月曜日（ただし９月１７日（月・祝）は開館） 

観覧料   一般５００（４００）円／高校・大学生３００（２４０）円／ 

６５歳以上・障害者手帳をお持ちの方２５０（２００）円  

＊( )内は２０名以上の団体料金  

中学生以下無料 

交通案内  京王線：芦花公園駅南口から徒歩５分 

小田急線：千歳船橋駅から京王バス（歳 23 系統「千歳烏山駅」行） 

「芦花恒春園」下車徒歩５分 

主催    公益財団法人せたがや文化財団 世田谷文学館 

「借りぐらしのアリエッティ」製作委員会 

特別協力  岩波書店 

協賛    株式会社ウテナ／  

後援    世田谷区／世田谷区教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報用画像を用意しています。別紙にてお申込みください。 

 

◆次回企画展  

「齋藤茂吉と『楡家の人びと』」展 １０月６日（土）～１２月２日（日） 

 

 

公益財団法人せたがや文化財団 

世田谷文学館 

〒157-0062 東京都世田谷区南烏山 1-10-10 

TEL : 03-5374-9111 FAX : 03-5374-9120 

ホームページ  http://www.setabun.or.jp/ 

 

 



宮崎駿が選んだ50冊の直筆推薦文展 

広報用画像貸出申込書 
 

世田谷文学館学芸部 直筆推薦文展担当 行 

FAX 03-5374-9120 
 

展覧会広報用として画像をご用意しています。ご希望の際は下記貸出条件をご確認のうえ、本申込書に必要事項

をご記入いただき、FAXにてお申し込みください。EメールにてJPGデータで画像をお送りいたします。 

なお、本展記事をご掲載いただく際は、恐れ入りますが情報確認のため、掲載前に校正紙をお送りください。 

また、発行後、掲載誌を１部お送りください。 

※読者・視聴者プレゼント用に招待券をご用意しています。ご希望の場合は、あわせてお申し込みください。 

（招待券の手配は６月２０日以降になります。プレゼント当選者への発送作業は御社にてご負担ください。） 

 

 

広報用画像貸出条件 

○画像は展覧会紹介の目的のみにご使用ください。 

○画像のトリミング、画像に文字を重ねるレイアウトはお控えください。 

○画像データは、ご使用後必ず消去してください。 

○画像データを第三者に渡すことを禁じます。 

○インターネット上で掲載する場合には、画像をコピーできないよう処置し、会期終了後は必ず削除してください。 

○画像１「メインビジュアル」には 「©Nibariki」 のクレジット表記をお入れ下さい。 

 

掲載雑誌名・番組名・WEBサイト名                                 

媒体種別 新 聞 ・ 雑 誌 ・ フリーペーパー ・ テレビ ・ ラジオ ・ W E B サイト   

発売・放送・更新予定日                                        

御社名                                                  

御担当者名                                               

御住所                                                  

Eメールアドレス                                             

電話番号                FAX 番号                          

 

画像（ご希望の画像番号に印をつけてください） 
□１ メインビジュアル○ｃ Nibariki 
□２ 宮崎駿 

 

プレゼント用招待券のご希望(ご希望の場合は印をつけてください) 
□5組10名様分  □10組20名様分 


